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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月31日(2011.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、
　前記画像記憶手段に記憶されている画像を再生する再生手段と、
　前記画像記憶手段に記憶されている各画像に対して、その画像の再生を禁止する位置を
登録する登録手段と、
　現在位置を測位する測位手段と、
　前記測位手段により測位された現在位置と前記登録手段に登録されている位置とを比較
して、前記再生手段による画像の再生を制御する再生制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像再生装置。
【請求項２】
　前記登録手段は、各画像に対して、再生禁止位置を任意に複数登録可能であることを特
徴とする請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項３】
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の画像のうち、登録対象となる画像及び位置を
指示する操作を行うための登録操作入力手段をさらに備え、
　前記測位手段は、前記登録操作入力手段により登録操作が行われた位置を測位し、
　前記登録手段は、前記再生手段による画像の再生中に、前記登録操作入力手段により登
録操作が行われることで、前記測位手段により測位された登録操作位置を、当該再生中の
画像に対する位置として自動的に登録することを特徴とする請求項１に記載の画像再生装
置。
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【請求項４】
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の画像のうち、登録対象となる画像及び位置を
指示する操作を行うための登録操作入力手段と、
　前記登録操作入力手段による登録指示の結果、当該対象画像の再生が許可される位置が
あるか否かを判定する位置判定手段と、
　前記位置判定手段によって当該対象画像の再生許可位置があると判定された場合には、
前記登録指示を許可し、前記位置判定手段によって当該対象画像の再生許可位置がないと
判定された場合には、前記登録指示を抑制する登録許可手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項５】
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の画像の一括削除を指示する削除操作を行うた
めの削除操作入力手段を備え、
　前記測位手段は、前記削除操作入力手段により削除操作が行われた位置を測位し、
　前記一括削除の対象となる複数の画像の中に、前記測位手段により測位された削除操作
位置を再生禁止位置として前記登録手段に登録されている画像が含まれている否かを判定
する削除画像判定手段と、
　前記削除画像判定手段により再生禁止画像が含まれていると判定された場合に、前記複
数の画像の一括削除を抑制する削除抑制手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項６】
　前記削除抑制手段は、前記複数の画像のうち、前記再生禁止画像の削除を禁止して当該
再生禁止画像以外の画像を削除することを特徴とする請求項５に記載の画像再生装置。
【請求項７】
　前記測位手段により現在位置が測位できたか否かを判定する測位判定手段をさらに備え
、
　前記再生制御手段は、前記測位判定手段により現在位置が測位できなかったと判定され
た場合に、前記登録手段に再生禁止位置が登録されている画像の再生を禁止することを特
徴とする請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項８】
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、
　前記画像記憶手段に記憶されている画像を再生する再生手段と、
　所定の位置に対して、その位置で再生を禁止する画像を、前記画像記憶手段に記憶され
ている複数の画像の中から任意に登録する登録手段と、
　現在位置を測位する測位手段と、
　前記測位手段により測位された現在位置と前記所定位置とを比較して、前記再生手段に
よる画像の再生を制御する再生制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像再生装置。
【請求項９】
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶されている
画像を再生する再生手段と、現在位置を測位する測位手段とを備えるコンピュータを、
　前記画像記憶手段に記憶されている各画像に対して、その画像の再生を禁止する位置を
登録する登録手段と、
　前記測位手段により測位された現在位置と前記登録手段にて登録されている位置とを比
較して、前記再生手段による画像の再生を制御する再生制御手段と、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶されている
画像を再生する再生手段と、現在位置を測位する測位手段とを備えるコンピュータを、
　所定の位置に対して、その位置で再生を禁止する画像を、前記画像記憶手段に記憶され
ている複数の画像の中から任意に登録する登録手段と、
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　前記測位手段により測位された現在位置と前記所定の位置とを比較して、前記再生手段
による画像の再生を制御する再生制御手段と、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像再生装置及びプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、撮像された画像を再生する画像再生装置及びプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　そこで、本発明の課題は、再生位置による画像再生の制御を適正に行って使い勝手の良
い画像再生装置及びプログラムを提供することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１に記載の発明の画像再生装置は、
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶されている
画像を再生する再生手段と、前記画像記憶手段に記憶されている各画像に対して、その画
像の再生を禁止する位置を登録する登録手段と、現在位置を測位する測位手段と、前記測
位手段により測位された現在位置と前記登録手段に登録されている位置とを比較して、前
記再生手段による画像の再生を制御する再生制御手段と、を備えることを特徴としている
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像再生装置において、
　前記登録手段は、各画像に対して、再生禁止位置を任意に複数登録可能であることを特
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徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の画像再生装置において、
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の画像のうち、登録対象となる画像及び位置を
指示する操作を行うための登録操作入力手段をさらに備え、前記測位手段は、前記登録操
作入力手段により登録操作が行われた位置を測位し、前記登録手段は、前記再生手段によ
る画像の再生中に、前記登録操作入力手段により登録操作が行われることで、前記測位手
段により測位された登録操作位置を、当該再生中の画像に対する位置として自動的に登録
することを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、請求項１に記載の画像再生装置において、
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の画像のうち、登録対象となる画像及び位置を
指示する操作を行うための登録操作入力手段と、前記登録操作入力手段による登録指示の
結果、当該対象画像の再生が許可される位置があるか否かを判定する位置判定手段と、前
記位置判定手段によって当該対象画像の再生許可位置があると判定された場合には、前記
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登録指示を許可し、前記位置判定手段によって当該対象画像の再生許可位置がないと判定
された場合には、前記登録指示を抑制する登録許可手段と、をさらに備えることを特徴と
している。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、請求項１に記載の画像再生装置において、
　前記画像記憶手段に記憶されている複数の画像の一括削除を指示する削除操作を行うた
めの削除操作入力手段を備え、前記測位手段は、前記削除操作入力手段により削除操作が
行われた位置を測位し、前記一括削除の対象となる複数の画像の中に、前記測位手段によ
り測位された削除操作位置を再生禁止位置として前記登録手段に登録されている画像が含
まれている否かを判定する削除画像判定手段と、前記削除画像判定手段により再生禁止画
像が含まれていると判定された場合に、前記複数の画像の一括削除を抑制する削除抑制手
段と、をさらに備えることを特徴としている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の画像再生装置において、
　前記削除抑制手段は、前記複数の画像のうち、前記再生禁止画像の削除を禁止して当該
再生禁止画像以外の画像を削除することを特徴としている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、請求項１に記載の画像再生装置において、
　前記測位手段により現在位置が測位できたか否かを判定する測位判定手段をさらに備え
、前記再生制御手段は、前記測位判定手段により現在位置が測位できなかったと判定され
た場合に、前記登録手段に再生禁止位置が登録されている画像の再生を禁止することを特
徴としている。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　請求項８に記載の発明の画像再生装置は、
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶されている
画像を再生する再生手段と、所定の位置に対して、その位置で再生を禁止する画像を、前
記画像記憶手段に記憶されている複数の画像の中から任意に登録する登録手段と、現在位
置を測位する測位手段と、前記測位手段により測位された現在位置と前記所定位置とを比
較して、前記再生手段による画像の再生を制御する再生制御手段と、を備えることを特徴
としている。
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【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　請求項９に記載の発明のプログラムは、
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶されている
画像を再生する再生手段と、現在位置を測位する測位手段とを備えるコンピュータを、
　前記画像記憶手段に記憶されている各画像に対して、その画像の再生を禁止する位置を
登録する登録手段と、前記測位手段により測位された現在位置と前記登録手段にて登録さ
れている位置とを比較して、前記再生手段による画像の再生を制御する再生制御手段と、
として機能させることを特徴としている。
　請求項１０に記載の発明のプログラムは、
　撮像された複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記画像記憶手段に記憶されている
画像を再生する再生手段と、現在位置を測位する測位手段とを備えるコンピュータを、
　所定の位置に対して、その位置で再生を禁止する画像を、前記画像記憶手段に記憶され
ている複数の画像の中から任意に登録する登録手段と、前記測位手段により測位された現
在位置と前記所定の位置とを比較して、前記再生手段による画像の再生を制御する再生制
御手段と、として機能させることを特徴としている。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　ステップＳ３にて、１．「対象画像の再生を再生制御位置でのみ許可する」が選択され
ると（ステップＳ３；再生制御位置でのみ再生許可）、ＣＰＵ９は、内蔵メモリ８に記憶
されているシステムファイルＦ２の当該画像の再生制御情報を、再生制御位置を再生許可
位置とし、再生制御位置以外の位置での再生を再生禁止位置とするように設定する（ステ
ップＳ４２）。
　また、ステップＳ３にて、２．「対象画像の再生を再生制御位置でのみ禁止する」が選
択されると（ステップＳ３；再生制御位置でのみ再生禁止）、ＣＰＵ９は、システムファ
イルＦ２の当該画像の再生制御情報を、再生制御位置を再生禁止位置とし、再生制御位置
以外の位置での再生を再生許可位置とするように設定する（ステップＳ４１）。
　また、ステップＳ３にて、３．「対象画像の再生を再生制御位置で禁止する」が選択さ
れると（ステップＳ３；再生制御位置での再生禁止）、ＣＰＵ９は、システムファイルＦ
２の当該画像の再生制御情報を、再生制御位置を再生禁止位置とするように設定する（ス
テップＳ４３）。
　また、ステップＳ３にて、４．「対象画像を再生制御位置で強制的に再生する」が選択
されると（ステップＳ３；再生制御位置での強制再生）、ＣＰＵ９は、システムファイル
Ｆ２の当該画像の再生制御情報を、再生制御位置を再生強制位置とするように設定する（
ステップＳ４４）。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　その後、ＣＰＵ９は、ユーザによる操作入力部６の画像全消去キー（図示略）が所定操
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作されたか否かを判定する（ステップＳ２０５）。そして、画像全消去キー（図示略）が
所定操作されたと判定されると（ステップＳ２０５；ＹＥＳ）、ＣＰＵ９は、内蔵メモリ
８に記憶されている全ての画像ファイルＦ１を消去させる（ステップＳ２０６）。また、
ステップＳ２０３にて、再生禁止画像が含まれていないと判定された場合にも（ステップ
Ｓ２０３；ＮＯ）、ＣＰＵ９は、処理をステップＳ２０６に移行して、それ以降の処理を
実行する。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　また、上記実施形態１～６におけるシステムファイルＦ２及びＦ３の内容は一例であっ
て、上記したものに限られるものではない。
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